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尨
け
る

エ
イ
ズ
で
亡
く
な
っ
た
母
が
翼
っ
て
く
れ
た
ぬ
い
ぐ
る
み
を
見
つ
め
る
サ
ラ
ー
ち
ゃ
ん
の

紅
裏
に
、
母
の
姿
が
浮
か
ぶ
　
　
　
　
＝
ウ
ガ
ン
ダ
・
カ
ン
パ
ラ
の
孤
児
院
で

t二.1

ぺ5:
｀なこ

X,心

よ
ー

　
ウ
ガ
ン
ダ
の
首
都
・
カ
ン
パ
ラ
郊
外
に
、
エ
イ
ズ
で

再
靫
寄
辺
く
し
た
子
ど
も
を
集
め
た
孤
児
Ｒ
『
Ｕ
Ｗ

母の代わりに｣が言う

・●●●●●＼●ゆ●●●●●●●●●・●●●

観
を
エ
イ
ズ
で
ｔ
く
し
た
孤
児
た
ち
だ
が
、
元
緊
に
太

~
g
l
け
な
い
た
べ
ま
し
さ
が
あ
る
１
ウ
ガ
ン
ダ
・

□
円
岡
図
㈱
園
お
冠果

爽

れ
ま
で
、
’
毎
日
の
よ
う
に
S
I

え
で
！
だ
。
紘
娶
か
匍
削
ｒ
ｘ

加
れ
弧
ｙ
‐
β
や
４
な
ぜ
な
の
し
ｙ

１｜

が
浮
か
ん
だ
。
タ
μ
ン
さ
ん
は
「
ど
つ

も
、
匍
め
で
ζ
つ
」
と
結
婚
ｉ
｀
っ
た
。

　
こ
の
孤
児
院
を
訪
ね
る
と
、
サ
ル
の
ぬ
い
ぐ
る
み

を
躍
さ
な
い
少
女
が
い
ベ
ム
バ
バ
ジ
・
サ
ラ
ー
ち

ゃ
ん
（
1
4
）
。
ベ
ッ
ド
に
寝
る
時
も
、
こ
の
ぬ
い
ぐ
る

み
と

一 一
緒
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
ご
方
が
陰
性
な
ら
ど
う
し
ま
す

　
サ
ラ
ー
ち
ゃ
ん
は
カ
ン
バ
ラ
の
ス
ラ
ム
に
生
ま
れ
Ｉ
か
ら
。
男
性
は
「
紡
娠
し
ま
せ
ん
」
、

た
が
、
卵
年
に
父
、
9
0
年
に
母
を
相
次
い
で
エ
イ
ズ
ー
女
性
は
「
も
う
一
皮
検
査
し
ま

で
亡
く
し
た
。
拓
は
死
の
直
前
、
『
学
校
の
成
一
が
…
£
。
そ
し
て
、
結
果
の
発
匈
。
そ

良
か
っ
た
ら
プ
レ
ゼ
ジ
ト
を
あ
け
る
ｙ
柄
東
し
た
こ
ろ
っ
て
陰
性
・
２
人
の
麟
に
笑
み

良
か
っ
た
ら
プ
レ
ゼ
ジ
ト
を
あ
け
る
ｙ
柄
東
し
た
。

サ
ラ
ー
ち
ゃ
ん
は
一
生
懇
命
勉
強
し
、
9
3
人
の
ク
ラ

ス
で
３
番
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
収
載
発
表
の
翌
日
、

母
稔
こ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
貿
っ
て
き
た
。
サ
ラ
ー
ち

ゃ
ん
は
仲
の
良
か
っ
た
友
人
の
名
前
を
と
っ
て
、
「
ム

ギ
」
と
名
付
け
た
。

　
母
の
死
後
、
２
人
の
妹
と
一
緒
に
借
家
に
仰
ら
し

て
い
た
が
、
家
幟
が
支
払
え
ず
廻
い
出
さ
れ
た
。
近

く
の
ス
ラ
ム
に
住
む
祖
母
の
家
に
転
が
り
込
ん
だ
。

祖
母
は
２
人
の
μ
知
ら
ぬ
男
性
と
一
緒
に
鵜
ら
し
て

い
た
。
サ
ラ
ー
ち
ゃ
ん
は
祖
母
の
ベ
ッ
ド
の
下
に
Ｉ

吽
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
夜
の
大
入
り
会
話
に
、

　
　
　
耳
を
ふ
さ
い
で
眠
る
毎
日
が
い
や
で
、
こ
り
家
を
ｍ

ム
び
出
し
9
2
年
に
、
こ
の
孤
児
院
に
や
っ
て
き
た
。
こ

　
　
　
＆
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ａ

た
。
ウ
カ
ン
タ
で
は
、
Ｊ
９
８
２
年
に

初
め
て
忍
者
が
確
認
さ
れ
て
以
来
、

エ
イ
ズ
が
全
国
に
ま
ん
延
。
匍
代
、

3
0
代
の
４
人
に
１
人
が
眼
染
者
だ
と

い
わ
れ
弓
両
親
を
エ
イ
ズ
で
亡
く

]ご1

kj

し
た
孤
児
も
教
初
。
一
方
、
ル
ワ
ン
ダ

で
は
9
4
年
の
内
戦
に
よ
っ
て
、
タ
ン

ザ
ニ
ア
な
ど
に
昿
出
し
た
勣
民
の
転

U
4
j
i
＠
E
y

g
i
2
X
っ
た

Ｅ
‐
民
た
ち
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
毘
Ｉ

か
立
ち
ふ
さ
が
る
、
う
め
さ
な
が
ら

必
死
に
生
き
る
ア
フ
リ
カ
の
吊
と
も

た
ち
に
、
乖
を
催
し
仲
べ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
文
‐
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写
艮
・
玉
巴
駱
巳

１９

ｆ
、
゛
の
同
ヽ
サ
ラ
ー
ち
ゃ
ん
の
心
を
和
ら
げ
て
く
れ
た
の

　
　
　
　
は
、
ム
ギ
だ
け
だ
っ
た
。
‘

　
　
　
　
ウ
ガ
ン
ダ
政
府
は
「
こ
の
国
に
は
親
類
が
助
け
白

う
認
刄
あ
る
。
エ
イ
ズ
に
よ
る
孤
児
も
親
類
が
預
か
り
、
家

族
の
瓢
か
さ
を
教
え
る
ぺ
ぎ
だ
」
と
の
考
え
か
ら
、
孤
児
Ｒ
設

立
に
は
植
極
的
で
な
い
。
こ
の
た
め
、
こ
の
孤
児
院
は
徊
祁
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
涵
営
、
ユ
ニ
セ
フ
な
ど
茫
ヌ
扱
す
る
。

　
サ
ラ
ー
ち
ゃ
ん
は
今
、
母
の
口
癖
そ
思
い
出
す
。
「
な
け
る

ん
じ
ゃ
な
い
よ
」
。
サ
ラ
ー
ち
ゃ
ん
の
夢
は
弁
厩
ま
に
な
る
こ

と
だ
。
恵
ま
れ
な
い
孤
児
や
女
性
の
た
め
に
聚
き
た
い
…
…
。

自
分
の
咀
か
れ
た
環
桐
に
負
け
た
く
な
い
。
そ
れ
が
、
母
の
願

い
だ
と
。
但
じ
て
い
る
か
ら
だ
。

●●●●●・・・●・●●●●一●・●●あ●●●●●●●●●●●●●●・●
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世
界
保
健
機
関
’
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
な
ど
に

よ
る
と
、
現
残
世
界
の
エ
イ
ズ
畑
者

は
約
１
６
４
万
人
。
地
域
別
で
は
、
吻

北
米
7
5
万
人
、
ア
フ
リ
カ
5
5
万
人
、
欧

州
1
8
万
人
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
個
別

ン
ダ
、
マ
ラ
ウ
イ
５
万
人
、
タ
イ
、
仏
、

ス
ペ
イ
ン
４
万
人
な
ど
。
。
嫁
染
零
敗
で

は
ア
フ
リ
カ
が
圧
倒
的
に
多
く
、
サ
ハ

ラ
砂
喫
以
南
の
ア
フ
リ
カ
だ
け
で
６
０

０
万
人
。
以
下
、
東
南
ア
ジ
ア
９
ｙ
Ｄ
Ｏ

万
人
、
南
米
１
６
０
万
人
、
北
米
Ｉ
万

人
と
帯
電
さ
れ
て
い
る
。
エ
イ
ズ
で
両

鯛
を
失
っ
た
『
エ
イ
ズ
孤
児
』
も
堆
え
、

卯
年
代
沫
ま
で
に
ア
フ
リ
カ
で
こ
ｐ
し

た
エ
イ
ズ
孤
児
は
１
０
０
０
万
人
そ
超

え
る
と
い
う
推
計
も
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
孤
児
が
ス
ト
リ
ー
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン

ウ
ガ
ン
ダ
保
銘
省
に
よ
る
と
、

来
、
エ
イ
ズ
吸
者
は
8
3
年
賀
人
、
豺
年

一
人
と
当
初
は
微
噌
。
8
7
年
ご
ろ
か
ら

忿
ｇ
Ｌ
べ
8
9
年
に
１
万
３
３
３
９
人
、

ａ
年
に
は
３
万
Ｉ
９
０
人
、
昨
年
は
５

万
Ｉ
Ｓ
４
４
人
と
な
っ
た
。

｜

｜

の
特
徴
は
、
男
女
に
よ
る
感
染
比
の
違

い
が
小
さ
い
こ
と
。
欧
米
で
は
、
男
性

同
性
麦
者
や
聚
物
申
両
者
の
感
染
者
が

多
い
た
め
、
男
性
の
比
率
が
女
性
の
数

s
!
j
a
s
r

1
4
7
4
Q
a
C

8

斌
ま
で
は
む
し
ろ
女
性
の
比
率
が
男
性

¥
1
上
回
る
。

　
患
者
の
年
齢
別
で
は
、
９
代
、
3
0
代

4
j
S
1
1
j
4
1
‘

4
j
’

i
l
l
し
た

子
ど
も
誓
＆
ま
で
に
死
亡
す
芯
例
か

８
割
に
も
な
る
‘
ま
た
、
感
染
レ
て
い

て
も
恥
症
卯
に
、
マ
ラ
リ
ア
な
ど
他
の

管波茂･ＡＭＤＡ代表の話　_、ｌ　　　　　　　　　　　　　刈影、

　痢アフリカから中部アフ’゛‘゛゛Ｘ

リカにかけてのウガンダい
jな勁

ルワンダは本来、苔らじゃ１　クこｊ

すい高原の国です．自然の｀啄゛yiヽ

殼かさから､ウガンダは「ア　　｀Ｚま

ぼ綻了しましたか、今度はエイＸで働き手

が次々に死んでいくという状況です。内戦

やエイズで坦も被害を受けているのは子ど

もです｡戦争やエイズで親を失った孤児は、

児
は
2
0
0
万
人
以
上

協力してきました。ウガンダで

は、アフリカをアフリカ人自身

か救助うとウガンダ医師会が結

成を決めたrアフリカ多国瓢医

師団」の后動にも全面協力して

います。毎日新聞の昨年のキャ

ンペーンではネバールに子ども

病院がつくられることになりま

した｡今年も､ウガンダで目に屁

ウ
ガ
ン
ダ

ル
ワ
ン
ダ

－
い
る
か
ら
だ
。
　
　
　
　
　
　
一
で
は
、
米
胴
が
5
7
万
人
で
最
多
。
タ
ン
ザ

ー
苧
り
ｘ

4
S
i
g
i

S
S
知
っ
て
他
の
地
域
か
ら
Ｉ
７
万
人
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
６
万
人
、
ウ
ガ

産
如
が
診
療
も
、
協
力
の
要
哨
が
来
て
い
る
。

に
当
た
る
。
日
木
り
人
に
こ
の
国
の
現
実
を

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
知
っ
て
も
ら
い
、
効
果
的
な
扱

Ｒ
Ｍ
Ｄ
随

　
ウ
ガ
ン
ダ
の
エ
イ
ズ
患
者
数

拠
の
た
め
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非

政
府
粗
織
）
な
ど
が
柘
極
的
な

活
動
を
始
め
て
い
る
。
今
回
の
エ
に
２
５
０
万
円
を
か
け
て
診

　
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
合
祭
も
供
給
。
１
時
間
以
上
も
歩
助
を
し
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡
山
市
）
い
て
、
医
師
の
診
堅
蚕
け
に
　
ま
た
、
ア
フ
リ
カ
教
育
基
金

は
１
９
９
５
年
４
月
、
ウ
ガ
ン
来
る
エ
イ
ズ
患
者
も
い
る
。
ま
の
合
（
Ａ
Ｅ
Ｆ
、
本
部
・
北
九

ダ
事
務
所
を
設
置
。
昨
年
1
2
月
た
、
ケ
ニ
ア
国
境
に
近
い
ト
ゥ
州
市
）
は
ブ
ク
ヤ
と
い
う
小
さ

に
は
、
半
忿
半
助
の
村
・
ゴ
グ
バ
村
で
も
、
エ
イ
ズ
孤
児
の
救
な
町
で
、
エ
イ
ズ
孤
児
の
誓
育

エ
に
２
５
０
万
円
を
か
け
て
診
済
な
ど
で
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
協
費
や
学
費
を
蚕
助
、
迦
１
回
現

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
匡
淫
慨
関
へ
旅
所
を
鳶
製
し
た
。
内
科
、
外
力
を
蚕
齢
さ
れ
て
い
る
。
　
培
の
医
『
一
眼
如
で
の
巡
回

の
寄
付
に
加
え
盲
に
見
え
る
料
、
産
知
人
科
に
歯
科
治
療
も
　
問
痢
哨
所
の
マ
ン
ポ
所
長
は
診
原
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
政

援
助
を
し
て
支
援
す
る
の
も
、
可
能
。
医
師
は
近
く
の
町
か
ら
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
店
動
は
ま
だ
紡
府
も
、
今
年
３
月
、
カ
ン
バ
ラ

こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
週
に
１
同
程
度
、
巡
回
。
普
段
は
に
就
い
た
ば
か
り
。
診
旅
所
の
に
大
便
船
を
開
設
し
た
。



１

や　わ現價孝治･.｀ｱかさ＜　‘なｎｑｊび

Ｈ摺に

ＨＵＳＨ

かの　い摺にい紅Ｈ　出討

　
栗
本
英
世
さ
ん

　
　
匡
立
民
旅
学
博
物
鉛
助
救
授

が
ま
か
れ
て
い
た
と
い
”
河
る
ぷ
欧
に
よ
る
、

支
配
を
受
り
る
際
、
民
族
（
愁
色
問
の
陪

り
が
発
生
Ｈ
九
大
抄
出
か
殺
鴇
芒
れ
た
と
一
旧
揃
に
規
定
１
乙
こ
と
が
必
親
に
な
一
ぶ
恰

い
『
こ
れ
る
禎
聡
・
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
公
．
万
人
、
一
支
配
し
や
す
い
た
め
ベ
ル
ワ
ン
ダ
で
は
、

1
1
‐
1
ザ
ｙ
Ｉ
ル
ヨ
ン
ゴ
瓦
・
た
れ
程
し
に
４
・
多
数
派
フ
ヅ
族
と
少
数
派
ツ
ヅ
族
の
２
民
族

才

レ

号

恥
に
ジ
か
、
匡
政
昭
口
分
か
ど
っ
ち
の
民
族

植民地化か紛争の遠因
な
の
か
、
ｐ
転
す
る
こ
と
か
必
叙
と
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
柘
定
の
民
族
が
指
聊
老
嘔
を
占
め

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
紛
争
の
瓶
同
例

え
ば
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
、
元
は
遊
牧
民
族
だ
っ

た
北
部
の
ナ
イ
ル
系
の
民
族
か
、
隼
人
や
包

察
官
に
登
用
さ
れ
た
。
西
欧
人
は
遊
牧
系
の

民
族
は
勇
敢
だ
と
恵
っ
た
か
ら
だ
。
ル
ワ
ン

ダ
で
も
、
戴
牧
系
の
ツ
チ
族
が
甲
ハ
な
ど
に

な
っ
た
。
こ
れ
y

R
I
X
¥
4
4
M
y

配
す
る
物
図
を
つ
く
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と

か
原
因
に
な
っ
て
独
立
後
、
部
族
聞
の
対
立

か
深
ま
っ
て
狐
火
が
起
き
た
、
そ
れ
以
外
に
、

ス
ー
ダ
ン
の
ぶ
う
に
、
イ
ス
ラ
ム
教
対
キ
リ

ス
ト
教
の
対
立
な
ど
も
あ
る
。

　
ま
な
抑
亦
憬
の
政
・
府
の
正
統
性
や
公
正
さ

の
程
寂
が
低
い
と
い
う
こ
と
も
混
乱
の
。
一
因

に
な
っ
惣
国
民
か
政
府
聚
口
分
た
ち
の
政

約
と
瘍
じ
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
経
済

格
差
は
広
が
り
、
そ
れ
が
宗
教
、
氏
族
の
対
立

に
粘
ぴ
つ
く
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　和気邦夫・ユニセフ駐日車

羞所長　　　Ｉ

　ゲイリー・トローラーＵＮ

ＨＣＲ日冰・鶴国地域事務所

　しかし、民族紛争の激化と

エイズの流行が、子どもにと

って脅威になっています。今

年のキャンペーンでは、ウガ

ンダ、ルワンダ、タンザニア

を行っています。例えば、

応広給水、保健、教育など

コミューティーに唇豺吋した復

興プロジェクトを推進してい

いて、読者のfi腿りご烈聊･r

腰めていたがけるごとと朗樗

-btj6り･ます。

　４後ともユニセフの店喝に

･対するこ!窟解とこ!支援を劃一

いいたします。”

く
り
、
そ
れ
を
約
１
３
０
０
個
禎
ん
で

ー
軒
の
シ
ェ
ル
タ
ー
を
建
て
る
。
シ
ェ

ル
タ
ー
の
所
有
者
と
な
る
Ｍ
畝
弥
Ｆ

ア
ロ
ッ
ク
を
つ
く
り
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
が

知
川
し
た
収
μ
な
ど
が
シ
ェ
ル
タ
ー
本

体
を
建
設
。

　
１
粁
を
作
る
の
に
６
日
閥
ほ
ど
。
４

月
ご
ろ
ま
で
雨
が
多
く
、
作
業
は
ぶ
う

よ
う
に
肪
ま
な
か
っ
た
が
、
５
月
以
降
、

順
渦
に
蛙
股
が
匙
む
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
内
戦
肖
唆
に
は
人
目
が
敵

城
し
て
い
た
首
都
・
キ
ガ
リ
に
も
人
が

jまで　柏らべ駿足ﾃﾞ
隨
に
回
　
］
レ
ｋ
ｙ
≒
娑
ｉ

ユ
ズ
ぶ
衷
恬
の
斗
ど
も
た
ち
。
内
戦
は
幼
い
心
に
深
い
崔
を
残
し
た

ｐ
タ
ン
ザ
ニ
ア
・
ガ
ラ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で

牡

ｈ
た
こ
と
や
そ
の
扱
の
振
氏
生

活
の
苫
し
さ
か
ら
、
ト
ラ
ウ

心
に
話
し
か
け
る
が
、
反
応
マ
（
心
の
儡
）
を
痔
つ
早
ど
も

は
鈍
い
。
　
　
　
　
が
い
る
。
声
が
出
な
く
な
る
。

　
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
ブ
ル
ン
ジ
突
然
泣
き
叫
ぶ
。
兵
隊
の
桧

畝
民
キ
ャ
ン
プ
。
製
、
兄
弟
が
ば
か
り
を
描
く
…
…
。
キ
ャ

殺
さ
れ
る
シ
ー
ン
を
目
駅
し
ン
ブ
内
の
哨
５
小
学
校
は
児

20院ったた
ルワンダの孤児院

Ｕ
シぴり
家
に
。
イ
ン
ド
で
慈
桝
Ｒ
動
を
続

け
る
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
教
会
が
尨
営

す
る
。

キ
ブ
ン
ゴ
の
孤
児
院
「
Ｓ

ィ
ン
ド
で
慈
桝
Ｒ
動
を
続

｜

目
の
前
で

る扱がは
心～･ltゝ
ょい‰

だどれ命

　｀も｀心
ク　振理

ラ.の．ｉ釦割l］巾当

余談やの
呑いに

肉

ム･･サ
　をツ器p

殺ａｔ

　どし
さ　した
　てりれＳぶ

　1□･1

ウ
マ
の
に
状
が
み
ら
れ
る
。
ら
げ
る
ぺ
何
の
涯
化
も
な

　
キ
ャ
ン
プ
の
名
小
学
校
に
い
子
ど
も
も
い
る
と
い
う
。
、

ラフルな

　
　
　
　
　
バ
叱
官
匝
レ
バ
孵
　
、
し
、
、
１
ヌ
フ
ズ
‘
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｄ
１
１

　
ル
ワ
ン
ダ
で
は
昨
年
苔
れ
か
ら
敵
民
戦
で
荒
廃
し
た
ル
ワ
ン
ダ
に
公
な
の
弧

の
節
迫
が
匙
む
が
、
住
宅
問
題
と
箭
び
、
卯
院
は
な
く
、
欧
米
衆
中
心
と
し
た
Ｎ

孤
児
対
策
が
大
さ
な
改
題
だ
。
剔
が
殺
ｃ
ｏ
や
靫
公
系
の
団
体
が
孤
児
堅
陥

さ
れ
た
り
、
附
設
○
旅
で
生
き
別
れ
て
い
て
い
る
。
　
　
‐

孤
兄
に
な
っ
た
子
ど
も
が
１
０
０
万
人
　
「
嗣
ぴ
の
ぎ
で
『
は
、
孤
児
全
Ｒ
の

以
上
ど
推
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
内
服
を
旬
日
酌
う
。
服
は
、
世
Ｗ
の
慈
善

ｌ
ｋ
し
り
ぃ

伴
に
ソ
ぼ
っ
ち
は
イ
ヤ
だ
か
ら

　
タ
ン
ザ
ニ
ア
．
西
碩
ル
ワ
ン
ダ
と
の

げ
爪
折
『
が
言
示
さ
な
肢
村
べ

１
９
９
４
年
収
吟
ル
ワ
ン
ダ
、
ブ
ル

ン
ジ
か
ら
六
。
鮒
の
姓
氏
か
故
人
、
一
時

は
５
つ
の
姓
氏
キ
ャ
ン
プ
に
8
0
万
人
以

上
か
『
跡
ら
し
ベ
ル
ワ
ン
ダ
姓
摺
匿

£
斡
れ
『
、
福
山
へ
の
帰
還
か
始
ま
り
、

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
が
妁
・
司
現
在
は
、
’

ブ
ル
ン
ジ
ー
甦
民
杓
狸
矢
が
跨
ら
す
。

　
見
渡
す
収
り
続
く
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ

ー
ト
の
チ
ン
ト
。
テ
ン
ト
に
入
る
と
、

４
砧
牛
に
ど
の
配
岸
に
セ
ミ
ダ
ブ
ル
大

の
マ
ッ
ト
レ
ス
ベ
岡
か
れ
て
い
た
。

　
テ
ン
ト
の
宅
は
オ
デ
レ
ー
ト
ち
ゃ

ん
、
ビ
ー
リ
リ
ス
ち
ゃ
ん
ヱ
ミ
リ
ア
ニ

ち
ゃ
ん
の
陶
宸
○
少
女
。
縁
戚
関
係
は

な
い
が
元
年
フ
ル
ン
ジ
を
逃
れ
、
キ
ャ

ン
プ
に
来
て
知
り
台
っ
弓
共
に
家
族

と
生
き
別
れ
て
い
だ
寂
し
さ
を
紛
ら
わ

そ
う
と
こ
結
に
む
ら
し
始
め
た
。
夜
は

狭
い
ベ
ッ
ド
に
ヽ
３
人
が
並
ん
で
寝
る
ｓ

　
祖
国
で
の
内
戦
で
親
、
兄
弟
が
殺
さ

れ
た
り
、
迪
げ
る
途
中
に
生
者
剔
れ
た

り
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
に
は
孤
児
や
独
り

Ｇ
Ｏ
「
ア
フ
リ
カ
収
奪
鰍
金
の
台
」
（
Ａ

Ｅ
Ｆ
、
本
部
・
北
九
州
市
）
の
ス
タ
ッ

少女３人テントで同居

フ
が
キ
ャ
ン
プ
内
を
回
り
、
独
り
籾
ら
と
、
お
互
い
一
紀
に
桜
ら
す
よ
う
勧
め

し
の
７
。
ど
も
や
お
年
吻
り
を
見
つ
け
る
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

う
し
た
孤
児
院
は
多
く
て
も
2
0
院
前
夜

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
孤
児
院
で
面
倒

を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
孤
児
は
多
く
見

栖
も
っ
て
も
１
万
人
に
辰
だ
な
い
。
労

助
力
と
し
て
親
順
に
引
き
取
ら
れ
た

り
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
に
な

っ
て
一
人
で
生
さ
る
孤
児
も
多
い
。

ンプで

｀。一つのベッドを共用ずる３λ
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戻
り
剛
め
、
’
街
は
よ
う
や
く
訳
気
ぞ
取

り
戻
し
つ
つ
あ
る
↓
２
具
。

□
ぷ
回
剛
践

　
タ
ン
ザ
ニ
で
・
ガ
ラ
の
ブ
ル
ン
ジ
鷺

伺
キ
冲
ン
プ
。
小
学
生
を
巾
心
に
、
伝

松
音
楽
を
受
け
靫
ご
う
と
い
う
勁
き
が

生
ま
れ
て
い
る
。
’

　
フ
ル
ン
ジ
は
王
国
だ
っ
た
こ
ろ
、
ｌ

王
が
舞
踊
団
を
保
呵
祭
り
の
度
に
Ｓ

欧
で
踊
り
が
叙
り
広
げ
ら
れ
た
。
こ
の

●-●.●･･●･･●●■･･･●･●●●●■●●●al●幽■●●●●●■I●●●I●●●●●●･●●･
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万
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＝

S h H 紅

西

田

椙

∧

m

l

警 　

頴

つ 夕 り 　 し ヽ か

ラ
ム
や
鈴
に
合
わ
せ
て
、
吟
遊
詩
人
然

王
を
た
た
え
る
呟
、
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

土
げ
て
き
た
。

　
小
学
校
で
は
、
民
族
ド
ラ
ム
の
演
奏

が
で
き
国
内
外
を
演
奏
し
て
回
っ
た
こ

と
も
あ
る
大
人
が
、
く
り
板
い
た
木
に

革
を
張
っ
て
伝
統
的
な
ド
ラ
ム
を
作

.

. l･

女
の
子
に
は
足
に
鈴
を
忖
け
て
、
歌
に

合
わ
せ
て
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
り
り
す
踊

り
を
揃
町
子
ど
も
た
ち
に
も
人
気
が

応
く
、
肖
空
の
下
で
力
強
い
太
奴
や
に

ざ
や
か
な
蛉
の
音
が
瞎
い
で
い
る
。
特

に
デ
マ
ホ
ロ
」
（
ブ
ル
ン
ジ
の
言
葉

で
「
平
和
」
）
と
採
り
返
し
叫
び
、
平
和

を
祈
願
す
る
歌
が
子
ど
も
た
ち
に
好
ん

で
演
奏
さ
れ
る
。
　
　
’

学
校
の
建
設
は
衛
生
が
第
一
。

゛

’メ
ー
ｊ
ｆ

娃
賢
よ
り
先
に
ト
イ
レ
の
穴
掘
り
が
娘
ま
ゐ

り
タ
ン
ザ
ニ
ア
・
ガ
ラ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で

ド
回
ぼ
ぼ

　
タ
ン
ザ
ニ
ア
・
ガ
ラ
の
ブ
ル
ン
ジ
難

民
キ
ャ
ン
プ
。
約
辺
万
人
の
キ
ャ
ン
プ

に
小
学
校
か
Ｈ
校
あ
る
が
、
校
舎
が
あ

る
の
は
２
校
だ
け
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国

巡
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
）
か
ら
教

育
と
医
療
を
分
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｅ
Ｆ
」
が
大
急
ぎ
で

校
向
背
建
設
中
だ
。

　
ま
ず
ぶ
焉
の
た
め
の
穴
伺
り
。
キ

胴
四
回

ャ
ン
プ
の
衛
生
を
侃
つ
た
め
に
必
要

だ
。
教
師
、
『
父
母
が
知
力
し
て
ス
コ
ッ

プ
な
ど
で
、
深
さ
２
・
５
が
ま
で
釦
る
。

木
の
根
や
大
き
な
石
が
あ
り
、
は
か
ど

ら
な
い
。
炎
天
下
で
や
っ
て
み
る
と
、

汗
が
収
き
出
し
、
1
0
分
ほ
ど
で
腕
か
パ

ン
パ
ン
に
な
っ
た
。
父
母
か
ら
「
タ
ン

ザ
ニ
ア
政
府
か
ら
、
い
つ
キ
ャ
ン
プ
か

ら
出
て
い
け
と
言
わ
れ
る
か
わ
か
ら
な

い
。
校
舎
の
蛙
設
は
大
事
だ
か
、
む
な

し
く
な
る
時
も
あ
る
」
と
難
民
の
複
雑

な
胸
の
内
に
触
れ
る
声
も
咽
か
れ
た
。

　
今
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
国
肺

潭
蜀
な
ど
へ
の
寄
付
に
加
え
、
ウ
ガ

ン
ダ
の
子
ど
も
た
ち
を
エ
イ
ズ
か
ら

救
う
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
救
援
４
は
だ
記
へ
郵
便

振
替
か
現
金
愕
留
で
送
金
い
た
だ
く
か
、
応
接
ご
持
参
下
さ
い
。
‘

　
〒
５
３
蜀
Ｉ
5
1
大
阪
市
北
区
梅
田
３
の
４
の
５
、
旬
日
新
聞
大
阪
社
公

素
１
涯
厘
盲
（
郵
便
振
替
・
ｏ
ｏ
９
７
刃
ｊ
－
１
２
８
９
１
）
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